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衆
議
院
議
員
川
内
博
史
君
提
出
ド
ミ
ニ
カ
移
住
者
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

一
般
論
と
し
て
、
ス
ミ
ニ
ス
ト
ロ
又
は
エ
ン
ト
レ
ガ
す
な
わ
ち
提
供
又
は
供
与
と
い
う
言
葉
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
に
お
い
て

も
日
本
語
に
お
い
て
も
、
有
償
か
無
償
か
を
問
う
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
エ
ナ
ヘ
ナ
シ
オ
ン
す
な
わ
ち
譲
渡
と
い
う
意
味

で
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
。
他
方
、
外
交
文
書
や
外
交
交
渉
に
お
い
て
使
わ
れ
る
こ
れ
ら
の
文
言
の

意
味
に
つ
い
て
は
、
通
常
、
当
事
国
の
意
図
や
交
渉
の
経
緯
等
に
つ
い
て
も
考
慮
し
、
個
別
に
こ
れ
を
判
断
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

我
が
国
政
府
と
し
て
は
、
昭
和
二
十
九
年
十
一
月
の
会
談
に
お
い
て
、
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
の
ト
ル
ヒ
ー
リ
ョ
元
帥
か
ら
上

塚
司
衆
議
院
外
務
委
員
長
に
対
し
、
日
本
人
移
住
者
を
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
に
受
け
入
れ
た
い
と
の
申
出
が
あ
り
、
土
地
を
無

償
提
供
す
る
こ
と
等
の
表
明
が
な
さ
れ
た
こ
と
、
翌
昭
和
三
十
年
九
月
の
ト
ル
ヒ
ー
リ
ョ
元
帥
と
い
わ
ゆ
る
吉
岡
調
査
団
と

の
会
談
に
お
い
て
、
ト
ル
ヒ
ー
リ
ョ
元
帥
か
ら
吉
岡
調
査
団
長
に
対
し
、
ス
ペ
イ
ン
人
移
住
者
と
対
等
な
条
件
を
与
え
る
こ

と
の
表
明
が
な
さ
れ
た
こ
と
、
ス
ペ
イ
ン
人
移
住
者
は
入
植
後
一
定
期
間
経
過
後
、
土
地
の
無
償
譲
渡
を
受
け
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
こ
と
等
に
か
ん
が
み
、
日
本
人
移
住
者
が
雇
用
農
で
は
な
く
開
拓
自
営
農
と
し
て
自
ら
土
地
を
所
有
し
て
農
業
を

一



営
む
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
受
入
条
件
等
に
つ
き
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
政
府
と
累
次
に
わ
た
る
協
議
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、

昭
和
三
十
一
年
三
月
十
二
日
に
、
在
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
日
本
国
公
使
館
吉
田
公
使
が
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
の
メ
ル
カ
ー
ド
農
務

大
臣
と
会
談
し
、
日
本
人
移
住
者
の
具
体
的
な
受
入
条
件
等
に
つ
き
大
筋
で
合
意
に
達
し
た
。
そ
の
後
、
同
月
二
十
七
日
付

け
の
メ
ル
カ
ー
ド
農
務
大
臣
発
吉
田
公
使
あ
て
書
簡
が
発
出
さ
れ
た
段
階
で
、
両
国
政
府
間
の
合
意
内
容
が
実
質
的
に
確
定

さ
れ
た
。
お
尋
ね
の
供
与
の
意
味
に
つ
い
て
明
示
的
に
記
し
た
外
交
文
書
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
経
緯
に
か
ん

が
み
、
我
が
国
政
府
と
し
て
は
、
同
書
簡
に
お
い
て
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
側
が
日
本
人
移
住
者
に
約
束
し
た
土
地
の
供
与
と
は
、

土
地
の
所
有
権
を
移
住
者
に
無
償
譲
渡
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
理
解
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
当
時
か
ら
現
在
ま
で
一
貫
し

た
政
府
の
考
え
方
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
我
が
国
政
府
と
し
て
は
、
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
側
が
日
本
人
移
住
者
に
約
束
し
た
土
地
の

供
与
と
は
、
土
地
の
所
有
権
を
移
住
者
に
無
償
譲
渡
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
理
解
し
て
い
る
。
日
本
人
移
住
者
が
入
植
後
、

直
ち
に
土
地
の
所
有
権
を
得
ら
れ
た
わ
け
で
な
い
こ
と
は
御
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
所
有
権
と
い
う
言
葉
を
お
尋
ね
の

よ
う
に
「
あ
る
一
定
期
間
経
過
後
に
所
有
権
が
発
生
す
る
権
利
」
と
い
う
意
味
で
用
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

二



三
に
つ
い
て

「
開
拓
自
営
農
」
と
い
う
言
葉
に
一
般
的
に
確
立
し
た
定
義
は
無
い
が
、
雇
用
農
で
は
な
く
自
ら
土
地
を
所
有
し
て
農
業

を
営
む
者
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
用
い
た
。

ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
へ
の
移
住
の
た
め
の
募
集
要
項
の
う
ち
、
ダ
ハ
ボ
ン
地
区
の
第
一
次
の
募
集
要
項
に
お
い
て
、
土
地
の

所
有
権
が
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
時
期
に
関
す
る
言
及
が
無
か
っ
た
こ
と
は
御
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
日
本
人
移
住

者
は
入
植
後
相
当
期
間
農
業
に
従
事
す
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
政
府
と
し
て
も
、
日
本

人
移
住
者
に
対
し
て
土
地
の
所
有
権
を
無
償
譲
渡
す
る
意
図
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
我
が
国
政
府
と
ド
ミ
ニ
カ

共
和
国
政
府
と
の
間
の
協
議
に
お
い
て
も
明
ら
か
で
あ
る
の
で
、
御
指
摘
の
よ
う
な
言
及
が
無
か
っ
た
こ
と
が
不
当
で
あ
る

と
ま
で
は
言
え
な
い
と
考
え
る
。

三


